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Recently, public facilities is becoming old nationwide. So, municipal governments have simultaneously to repair them, 
but it is difficulty to continue by financial issue. So, this purpose is investigating possibility to complex of multiple 
facilities from focusing on educational facilities. We could point out that ratio of all rooms o f community centers and 
specialized rooms in elementary school are low. Thus the community facilities could merger with school facilities ; 
school-community facilities complex in the future. 
 
 























 国勢調査をもとに A 市の人口の推移，年齢構成の変
化，小学校区別の人口の増減を明らかにする . 
集会機能がある公共施設 6施設に対しては 2014年 11
月 26 日，12 月 4 日，10 日，11 日の 11 時から 13 時ま
で現地調査を行った .その際に来館者へのアンケート
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(全5,396,651,391㎡)(全 54.34 万 m2) 
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3 人口について 
A 市の人口は 2015 年 11 月時点で 138,076 人注 2)であ
る.人口は 2000 年をピークに減少傾向にある（図 2）.
将来人口構成試算によると，少子高齢化のため 2040
年には 15 歳未満の割合は 10%，65 歳の以上の割合は
40%となることが予測されている（図 3）.  
児童人口の将来推移は，平成 26 年で 0～5 歳の人口
は 7,411 人，6～11 歳が 7,829 人であるが，5 年後の平
成 31 年にはそれぞれ 405 人（▲5.5%），89 人（▲1.1%）










(316.5 人)を上回る小学校が 9 校ある一方で，平均を下












































































































30,427 30,418 32,266 32,382 29,742 27,159 24,700 22,360 20,146
66,835 72,905
























図 2 人口構成別推移 1) 
（人）  
















































































































平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年
0～5歳 6～11歳
推計
図 4 児童数の推移注 3） 
（人）  




















4.3 特別教室の稼働率  
平成 10 年に行われた教育課程審議会の答申による
と小学生の各教科の授業時数は 5 年生で 60 コマ，6 年
生で 55コマである.仮に 5,6年生が 2クラスずつとし，
調理室を例にみていくと，調理室利用が 50%と見積
もっても，調理室の利用時間は年間 115 コマとなり，












5.1 集会機能をもつ施設の概要  
 集会機能をもつ施設として公民館やふれあいセン






者の 80%は 50歳以上である.他の施設に関しても 50歳
以上の利用者は B施設 94%，C施設 87%，D施設 100%，
E 施設 63%，F 施設 100%と年齢層が高い利用者が大き
な割合を占めている.一方で 20 代・30 代の利用者は少
なく，平均 8%，A 施設で 10%，B 施設で 6%，E 施設










































図 9 施設への移動手段分析注 6) 























































徒歩 車 自転車 バス バイク JR
予約不要の 
スペース 
図 10 利用者のマッピング注 7) 
（F 施設，2014 年 12 月 10 日 11 時） 
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表 1 調査施設の機能分析注 5) 
機能
施設
○ ◎ ◎ ○ ◎ × ○ × ○ × × ×
◎ ◎ ◎ ○ × ○ × × × × × ×
○ ◎ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × ×
○ ○ ○ × × ○ × × × × ○ ○
◎ ◎ ○ ○ ○ × × × × × × ×
× ◎ × ○ × ○ × × × × × ×














 A 施設の利用者数に関しては，ホールが最も多い . A


























の平均は 58.4%，最高の稼働率は 64.4%（7 月）に達す
る.その他の部屋（第二講座室，調理室を除く）に関し
ては月の平均稼働率は 25%を越える. 一方, 調理室の
稼働率は著しく低く，平均は 13.5%である.月の施設全




東へ 7.4km に対して，C 施設は西へ 2.7km で中心部に
近く， A 施設の小学校区の人口は 3,863 人，C 施設は
9,256 人と 2.3 倍の違いがある.また両施設とも図書館
が併設されているが，平成 26 年度末時点でそれぞれの
蔵書数 9)は A 施設 23,331 冊（視聴覚資料はなし），C






朝は 9 時から 12 時，昼は 12 時から 16 時，放課後は













4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
創作室 和室 ホール 調理室 談話室
（人/m2） 
図 11 部屋別面積あたりの利用者数注 9) 
創作室 和室 ホール 調理室 談話室 平均
4月 1.5 10.1 21.5 1.2 9.9 8.8
5月 4.1 12.4 18.9 3.6 13.0 10.4
6月 8.7 12.1 29.2 3.1 9.4 12.5
7月 5.6 11.2 28.4 5.8 14.4 13.1
8月 4.2 12.3 22.5 2.4 9.6 10.2
9月 10.5 13.8 20.8 4.5 11.7 12.3
10月 7.7 10.8 28.1 2.9 9.8 11.9
11月 6.4 11.0 22.1 4.0 10.3 10.7
12月 7.8 15.4 30.6 6.6 9.1 13.9
1月 5.2 12.2 19.3 8.4 7.3 10.5
2月 7.3 13.2 22.7 4.1 13.5 12.2
3月 3.3 16.0 20.4 8.6 10.9 11.9
平均 6.0 12.5 23.7 4.6 10.7



















4月 55.2 40.3 39.5 36.1 32.4 33.2 34.5 35.3 8.2 28.4 34.3
5月 54.9 43.1 29.7 43.3 37.2 29.2 27.7 28.5 10.3 26.4 33.0
6月 59.9 45.6 38.2 40.8 35.5 34.5 21.5 25.7 13.3 25.7 34.1
7月 64.4 44.1 34.6 41.5 23.1 23.3 27.7 25.4 15.6 22.8 32.3
8月 62.6 33.3 31.5 34.4 20.0 22.8 20.3 21.3 14.6 21.0 28.2
9月 57.8 43.5 27.3 41.1 29.4 33.7 21.0 21.8 10.9 25.5 31.2
10月 55.4 42.8 35.9 44.6 35.1 29.7 32.1 25.6 22.6 27.2 35.1
11月 61.8 45.6 45.1 41.1 28.1 29.2 28.9 25.7 17.5 28.9 35.2
12月 50.5 43.7 43.4 32.7 24.7 32.7 20.3 18.7 9.6 28.3 30.5
1月 59.3 38.2 48.1 42.2 23.1 30.5 25.1 19.7 8.3 28.2 32.3
2月 63.2 42.7 42.7 48.4 31.1 27.6 22.8 19.7 18.8 30.2 34.7
3月 56.2 48.5 46.7 42.1 34.9 36.7 22.1 22.8 12.6 27.4 35.0
平均 58.4 42.6 38.6 40.7 29.5 30.3 25.3 24.2 13.5 26.7
表 3 C 施設の部屋別稼働率注 10) 
単位（%） 
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模は 11～20 人で，利用件数全体の 43.1%を占める.続













5.9 A 施設の利用理由 




























曜日 創作室 和室 ホール 調理室 談話室 合計
平日 88.8 84.9 85.3 66.7 83.1 81.7
休日 11.2 15.1 14.7 33.3 16.9 18.3
表 4 利用日の割合注 9) 
（全 943 件）  








































創作室 和室 ホール 調理室 談話室
単位（件）  




ホール 卓球(50)，子育て支援(48), ヨガ（46), 健康と体力づくり（43)，空手(41)
調理室 調理自習(11),  食改学習等(10)，バザー調理等(6)，子育て支援(3)，クリスマス会等(3)
談話室 詩吟の練習(47)，会議等(14)，会議等(14)，定例会(12)，定例会(12）
表 5 利用理由注 9) 
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の図書館も充実している C施設の月の施設全体の平均
稼働率は最大 35.2%（11 月），最小は 28.2%（8 月）で，
稼働率は高い. しかし，施設の稼働率の高い C 施設で
あっても A 施設同様に調理室の稼働率は低い等，部分
的な複合も検討できる .実施上は休日の施設利用や夜
間利用（19 時から 22 時まで）も認められることから，
学校の開放にあたってはセキュリティーに配慮した管















注1) A 市の提供データをもとに分析 
注2) A 市，推計人口 
注3) A 市；子ども・子育て支援事業計画(平成 27 年 1 月) 


























注8) A 市のホームページ(「公民館」より) 
注9) A 施設の提供データをもとに分析(平成 25 年度版) 
注10) C 施設の提供データをもとに分析(平成 25 年度版) 
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